
　
桜
の
開
花
と
と
も
に
、
希
望
い
っ
ぱ
い
の
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
し
い
職
場
、
学
校
で
期
待
と
不
安

で
胸
い
っ
ぱ
い
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
始
め
ら
れ
た
皆
さ

ん
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
▼
村
で
は
人
事
異
動
と
組
織
の

改
編
を
行
い
、
よ
り
一
層
村
民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
形

で
新
年
度
の
事
業
推
進
に
努
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
▼
全
国
町
村
会
が
発
行
す
る
町
村
週
報
と
い

う
小
紙
の
コ
ラ
ム
欄
に
日
本
大
学
経
済
学
部
の
沼
尾
波
子

先
生
が
参
考
に
な
る
文
章
を
書
い
て
い
た
の
で
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。『
役
場
庁
舎
の「
庁
」の
字
は
、旧
字
体
で「
廰
」

と
書
く
。
屋
根
の
あ
る
室
内
で
話
を
聴
く
と
い
う
こ
と
だ

そ
う
だ
。「
聴
」
の
字
を
さ
ら
に
分
解
す
れ
ば
「
十
四
の

心
に
耳
を
」
か
た
む
け
る
。
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ

れ
に
応
え
る
場
が
役
場
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。(

以
下
略)

』

▼
昨
年
度
始
め
ま
し
た
『
村
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
村

長
と
語
る
会
』
で
す
が
、一
年
間
で
十
一
回
開
催
し
、様
々

な
団
体
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
が
で
き
、
延
べ
一
二
五
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
意
見
も
多

数
い
た
だ
き
、
早
速
、
新
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
、
新
し

く
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
事
業
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
今

年
も
、
ど
ん
ど
ん
地
域
に
出
か
け
皆
様
の
声
を
い
た
だ
き

村
政
に
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、『
村
長
と

語
る
会
』
に
申
込
を
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
▼
次

に
『
つ
ち
の
こ
む
ら
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
』
の
登
録
者
が

ま
も
な
く
二
百
名
に
な
り
ま
す
。
村
の
応
援
団
の
輪
を
広

げ
る
た
め
ク
ラ
ス
会
な
ど
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
ら
、
申

込
用
紙
は
担
当
か
ら
お
届
け
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
と
も
お
声

か
け
下
さ
い
。
▼
春
爛
漫
の
美
し
い
村
東
白
川
村
を
ど
ん

ど
ん
宣
伝
し
て
行
き
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

村
長
室
か
ら

広報
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目
的
別
で
見
た
内
訳
で
は
、
使

い
道
で
最
も
高
額
な
の
は
、
障
が

い
者
支
援
や
子
育
て
支
援
室
運

営
、
福
祉
医
療
費
な
ど
の
民
生
費

で
、
歳
出
全
体
の
一
九
％
を
占
め
る

四
億
六
、六
〇
一
万
円
で
し
た
。

　
続
い
て
一
八
％
を
占
め
る
総
務
費

で
四
億
三
、
三
九
五
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
管
理
費
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
費
、
交
通
安
全
対
策
費

等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
議
会
第
一
回
定
例

会
に
お
い
て
、
本
年
度
予
算
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
第
五
次

総
合
計
画
の
将
来
像
に
掲
げ
た
「
豊

か
な
自
然
と
、
美
し
い
景
観
に
包
ま

れ
て
、
人
が
か
が
や
く
、
地
域
力
の

あ
る
む
ら
、
ひ
が
し
し
ら
か
わ
」
の

実
現
に
向
け
て
予
算
編
成
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

※予算とは、一年間に見込める収入（歳入）と、何にいくら使うのか（歳出）を
　あらかじめ計画したものです。

　
歳
入
を
村
税
や
手
数
料
な
ど
村
が

自
主
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
自
主
財
源
」
と
地
方
交
付
税
や
国
・

県
支
出
金
な
ど
国
や
県
か
ら
村
に
対

し
て
、
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら

れ
た
り
す
る
「
依
存
財
源
」
に
大

別
し
比
較
す
る
と
、　
依
存
財
源
が

七
〇
・
四
％
、
自
主
財
源
が
二
九
・
六

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
中
で
多
い
の
が
村

税
一
億
九
、
三
七
三
万
円
と
繰
入

金
二
億
五
、
二
七
〇
万
円
、
繰
越
金

一
億
六
、
七
八
一
万
円
で
す
。
村
税

は
景
気
の
動
向
が
不
透
明
な
た
め
前

年
度
の
実
績
を
考
慮
し
、
二
・
二
％

減
で
計
上
し
ま
し
た
。
村
民
一
人
当

た
り
約
八
万
円
（
村
税
の
総
額
を
平

成
二
十
七
年
二
月
末
日
現
在
の
人
口

で
割
っ
た
も
の
）
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
で
最
も
多
い
の

が
地
方
交
付
税
で
九
億
九
、五
〇
〇

万
円
、
歳
入
全
体
の
四
一
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
を
進
め
る

た
め
に
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
村

債
は
一
二
％
、
二
億
九
、
二
五
〇
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
の

村
債
、
四
億
五
三
〇
万
円
と
比
べ
、

二
八
％
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
支
出
金
は
前
年
度
と
比
べ
減
額

し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン

整
備
に
は
多
方
面
か
ら
の
補
助
金
が

充
当
さ
れ
ま
す
。
地
方
交
付
税
と
国

庫
支
出
金
は
増
額
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
繰
入
金
と
繰
越
金
で
、
前
年
度
よ

り
大
幅
な
増
減
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

二
十
六
年
度
予
算
に
お
い
て
、
普
通

交
付
税
交
付
決
定
額
に
対
す
る
余
剰

分
を
一
旦
、
財
政
調
整
基
金
へ
繰
り

入
れ
る
こ
と
に
し
た
た
め
で
す
。

歳
入

その他の収入　（21.6%）
・分担金及び負担金	 785万円
・使用料及び手数料	 6,346万円
・財産収入	 1,137万円
・寄附金	 63万円
・繰入金	 2億 5,270 万円
・繰越金	 1億 6,781万円
・諸収入	 1,941万円

村税　(8.0%）
1 億 9,373 万円村債　(12.1%）

2 億９,250 万円

県支出金　(8.5%）
2 億 446 万円

国庫支出金　(6.4%）
１億 5,478 万円

その他の交付金　（2.2%）
・地方譲与税	 2,430 万円
・利子割交付金	 50 万円
・配当割交付金	 10 万円
・株式等譲渡所得割交付金	 10 万円
・地方消費税交付金	 2,680 万円
・自動車取得税交付金	 100 万円
・地方特例交付金	 50 万円

地方交付税　（41.2%）
9 億 9,500 万円

自主財
源（

２
９
．６

％
）

依

存
財

源（
７
０
．４

％
）

歳
出

総 額

予 算３７億４，２３０万円

※グラフ中一万円以内は切り捨てて表示しているため、
合計が一致しない場合があります .

歳 入

24 億

1,700 万円

一般会計
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【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　
加
入
者
七
百
二
十
人
を
想
定
し
て
予

算
編
成
し
て
お
り
、
主
た
る
財
源
で
あ

る
保
険
税
は
五
％
減
に
な
り
ま
し
た

が
、
税
率
を
据
え
置
き
ま
す
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

　
第
一
号
被
保
険
者
一
千
八
人
を
想
定

し
、
予
算
編
成
し
ま
し
た
。
税
源
確
保

の
困
難
か
ら
保
険
料
を
引
き
上
げ
、
月

額
三
千
円
か
ら
四
千
七
百
円
に
し
ま
し

た
。

【
簡
易
水
道
特
別
会
計
】

　
全
村
九
百
九
十
一
件
に
給
水
し
て
い

ま
す
。
黒
渕
・
陰
地
・
日
向
の
配
水
池

と
日
向
第
一
、
第
二
ポ
ン
プ
場
の
計
測

器
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

【
下
水
道
特
別
会
計
】

　
受
益
戸
数
は
合
計
百
一
戸
で
す
。
宮

代
と
平
西
地
区
の
機
器
の
更
新
を
行
い

ま
す
。

【
国
保
診
療
所
特
別
会
計
】

　
疾
病
予
防
と
健
康
管
理
に
職
員
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
ま
す
。
看
護
師
の
配

置
転
換
や
検
査
技
師
の
定
年
退
職
に
よ

り
、給
与
費
が
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　
七
十
五
歳
以
上
と
、
六
十
五
歳
以
上

七
十
五
歳
未
満
で
一
定
の
障
が
い
の
あ

る
方
、
六
百
二
十
三
人
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

特
別
会
計

平成 27 年度予算規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：万円、％）

27 年度 26 年度 増減率
一般会計（村の運営の基本的な経費を一つにまとめた会計） 241,700 252,000  △ 4. １

国民健康保険（国民健康保険の保険給付などを取り扱う会計） 40,230 35,200 14.3 

介護保険（介護予防や介護に関するサービスを取り扱う会計） 31,750 28,960 9.6 

簡易水道（水道水を供給するための設備費用を取り扱う会計） 28,410 25,000 13.6 

下水道（下水管や処理施設の設備費用を取り扱う会計） 2,490 2,250 10.7 

国保診療所（診療所の運営費用を取り扱う会計） 25,970 27,860 △ 6.8

後期高齢者医療（後期高齢者医療の保険給付などを取り扱う会計） 3,680 3,660 0.5 

特別会計合計 132,530 122,930 7.8 

総　額 374,230 374,930 △ 0.2

総務費　（17.9%）
4 億 3,395 万円

職員の給料や戸籍・
住民基本台帳費

消防費　（4.9%）
1 億 1,957 万円

消防施設の管理や災
害対策費

農林水産費　（10.5%）
2 億 5,361 万円

農林業振興や振動管理費

土木費　（10.5%）
2 億 5,374 万円

道路橋梁維持や住宅
管理費

衛生費　（12.8%）
3 億 855 万円

保健衛生や廃棄物
処理、保健福祉セ
ンター運営費

民生費　（19.3%）
4 億 6,601 万円

社会・児童福祉や障
害者福祉費

教育費　（7.7%）
1 億 8,551 万円

学校教育、生涯教育、
文化振興費

商工費　（3.4%）
8,276 万円

商工振興や地域づ
くり推進費

公債費  （11.3%）
2 億 7,212 万円

村借金の元利金返済費

議会費　（1.7%）
4,018 万円

議員の報酬や活
動・運営費

※予備費：100 万円（0.0%）

歳 出

1,700 万円

24 億
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⑤
子
育
て
支
援

　
三
歳
児
以
上

の
保
育
料
無
料

化
や
子
育
て
支

援
係
を
設
置
し

ま
す
。

⑥
高
校
生
へ
の

支
援

　
通
学
・
下
宿

の
支
援
や
医
療

費
無
料
化
を
継

続
し
ま
す
。

①
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　
村
の
大
切
な
資
産
で
あ
る
農
地
を
守

る
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

②
農
林
業
振
興
策

　
集
落
営
農
組
合
へ
の
農
地
流
動
化
奨

励
金
制
度
の
活
用
と
専
門
担
当
者
を
設

置
し
ま
す
。農
業
担
い
手
対
策
と
し
て
、

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
整
備
補
助
や
ト
マ
ト
研

修
生
受
入
農
家
助
成
を
行
い
ま
す
。
有

害
鳥
獣
対
策
で
は
、
捕
獲
奨
励
金
の
充

実
と
サ
ル
用
大
型
捕
獲
檻
の
設
置
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

③
商
工
業
振
興
策

　
商
品
券
発
行
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

④
地
域
活
性
化
策

　
フ
ォ
レ
ス
タ
イ
ル
事
業
を
継
続
し
、

木
材
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
さ
せ
、
村
内
産

品
の
販
売
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
県
単
土
地
改
良
、
県
営
中
山
間
事
業

②
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

　
診
療
所
裏
と
中
学
校
付
近
の
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

③
危
険
木
除
去
事
業

　
危
険
木
除
去
事
業
の
予
算
の
拡
充
の

ほ
か
、
新
た
に
枯
損
木
処
理
緊
急
整
備

事
業
や
村
道
日
照
支
障
木
除
去
事
業
を

行
い
ま
す
。

④
防
災
対
策
事
業

　
避
難
所
に
防
災
倉
庫
を
設
置
す
る
と

と
も
に
備
蓄
品
も
順
次
配
備
し
ま
す
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
配
備
に
も
着
手
し
、
各

地
区
へ
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

①
高
齢
者
の
外
出
支
援

　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
中
核
病
院
へ

の
通
院
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

②
予
防
接
種

③
福
祉
生
活
支
援

　
国
庫
金
に
よ
る
臨
時
福
祉
給
付
金
給

付
支
援
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

④
障
が
い
者
・
高
齢
者
対
策

　
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

障
が
い
児
通
所
事
業
の
継
続
や
老
人
ク

ラ
ブ
の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

①
小
・
中
学
校
の
改
修

　
小
学
校
屋
外
運
動
場
整
備
や
中
学
校

体
育
館
の
つ
り
天
井
撤
去
工
事
を
行

い
、よ
り
良
い
学
習
環
境
を
作
り
ま
す
。

◎高齢者交流サロン（神土）イメージ図

※
一
部
を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

⑤
道
路
橋
梁
維
持
事
業

⑥
人
口
対
策
推
進
事
業

　
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
定
住
の
た
め
の

助
成
や
出
産
祝
い
金
事
業
の
継
続
、
結

婚
祝
い
金
制
度
の
新
設
な
ど
結
婚
推
進

対
策
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

⑦
廃
棄
物
対
策

　
ゴ
ミ
袋
の
負
担
軽
減
対
策
と
し
て
可

燃
ゴ
ミ
袋
を
減
額
し
ま
す
。

「
す
み
よ
さ
」の
あ
る
む
ら
づ
く
り

　
村
の
お
金
と
皆
さ
ん
の
生
活
は
表
裏

一
体
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
村
に
と
っ
て
の
「
支
出
」
は
、
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
と
な
る
言
わ
ば
「
収
入
」
に
な
り
ま

す
。
一
方
で
、
村
に
と
っ
て
の 

「
収
入
」 

は
、 

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
税
金
な
ど
の 

「
支
出
」 

の
一
部
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
や
地
方
交
付
税

な
ど
を
使
い
、 

現
在
、
村
が
各
事
業
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
、 

皆

さ
ん
の
生
活
を
向
上
さ
せ
、 

本
当
に
喜

ん
で
も
ら
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
こ
と
を
判
断
し
て
い
く
の
は
、

皆
さ
ん
村
民
一
人
一
人
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、 

村
の
取
り
組
み
や
予
算
を
知
る

こ
と
は
大
切
な
の
で
す
。 

ま
た
、 

そ

れ
ら
を
知
っ
て
感
じ
た
思
い
を 

「
声
」 

に
変
え
、
村
政
に
届
け
る
こ
と
で
、 

私

た
ち
の
村
が
さ
ら
に
よ
り
よ
い
村
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
村
の
取
り
組
み
や
予
算
を
理
解
し
、

よ
り
良
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
か
ら
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
に
ぎ
わ
い
」の
あ
る
む
ら
づ
く
り

◎防災センター横の防災倉庫
村内の避難所 18 ケ所に木造の防
災倉庫を新設します。

「
や
さ
し
さ
」の
あ
る
む
ら
づ
く
り

「
ほ
こ
り
」の
あ
る
む
ら
づ
く
り

↑東陽住建㈱イベント館（一宮市）

◎アンテナショップ◎

森のカフェ「よあけや」

（犬山市）→

総 

括

②
公
民
館
講
座
事
業

③
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
よ
る
小
・
中
学

校
で
の
事
業
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
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子
育
て
支
援
室
長
）、
今
井
礼
子
（
教

育
委
員
会
学
校
主
任
用
務
員
）、
若
山

孝
英
（
国
保
診
療
所
医
師
※
県
派
遣
）、 

立
木
宏
和
（
総
務
課
主
事
補
） 

【
課
再
編
】

　
役
場
の
機
構
改
革
に
よ
り
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
し
た
。

村
民
課
　
　
＝
住
民
係
、
税
務
係

産
業
振
興
課
＝
農
務
係
、林
務
商
工
係
、

　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
係

建
設
環
境
課
＝
建
設
係
、
環
境
係

【
昇
格
及
び
異
動
】
今
井
義
尚
＝
村
民

課
長
（
村
民
課
課
長
補
佐
）
、
樋
口
章
久

＝
産
業
振
興
課
長
（
産
業
建
設
課
長
）
、

小
池
毅
＝
建
設
環
境
課
長
（
村
民
課

長
）
、
安
江
任
弘
＝
国
保
診
療
所
事
務

局
次
長
（
国
保
診
療
所
課
長
補
佐
兼
庶
務

係
長
）
、
安
江
修
治
＝
総
務
課
情
報
通

信
係
長
（
産
業
建
設
課
農
務
係
長
）
、
安

江
由
次
＝
議
会
事
務
局
次
長
（
総
務
課

財
政
係
主
査
）
、
今
井
明
徳
＝
産
業
振
興

課
農
務
係
長
（
総
務
課
情
報
通
信
係
長
）
、

村
雲
修
＝
教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
係

長
（
教
育
委
員
会
教
育
係
長
）
、
今
井
信

和
＝
教
育
委
員
会
教
育
係
長
（
教
育
委

員
会
主
査
）
、
今
井
さ
ち
子
＝
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
部
門
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
長
兼
介
護
支
援
専
門
員

（
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
部
門
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
専
門
員
）
、
苅

田
和
子
＝
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
医
療
部

門
看
護
局
看
護
師
長
補
（
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
医
療
部
門
看
護
部
主
任
看
護
師
）
、

▽
小
学
校
　【
会
長
】今
井
宣
之（
曲
坂
）

【
副
会
長
】
中
山
健
（
下
野
）、
土
井
佐

知
子
（
柏
本
）

▽
中
学
校
　【
会
長
】
古
田
康
二
（
平
）

【
副
会
長
】
安
江
昌
弘
（
中
谷
）、
安
江

孝
子
（
曲
坂
）

■
子
ど
も
会

【
会
長
】
今
井
英
樹
（
下
野
）【
副
会
長
】

福
田
和
幸
（
平
）、戸
田
圭
伸
（
曲
坂
）、

安
江
亜
子
（
柏
本
）

■
高
校
生
保
護
者
会

【
会
長
】
安
江
真
治
（
黒
渕
）【
副
会
長
】

今
井
明
徳
（
西
洞
）、安
江
宏
男
（
宮
代
）

■
消
防
団

【
団
長
】
安
江
真
博
【
副
団
長
】
今
井

美
道
、
牧
野
勇
三
、
村
雲
滝
夫
【
分
団

長
】
安
江
太
一
、
田
口
清
隆
、
藤
井
貴

広
、
土
井
啓
也
、
新
田
政
直
、
田
口
健

次
【
副
分
団
長
】
土
井
宏
治

教
職
員
・
村
職
員
の

 

人
事
異
動
及
び

　

各
種
団
体
役
員
紹
介

渡
辺
泰
司
＝
総
務
課
主
査
（
産
業
建
設

課
主
査
）
、
安
江
真
紀
子
＝
村
民
課
主

査
（
総
務
課
主
査
）
、
今
井
修
輔
＝
産
業

振
興
課
主
査
（
議
会
事
務
局
書
記
）
、
岩

原
沙
織
＝
教
育
委
員
会
主
査
（
村
民
課

主
査
）
、
細
江
万
里
奈
＝
総
務
課
主
事

（
村
民
課
主
事
）
、
田
口
昌
史
＝
村
民
課

主
事
（
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
部

門
主
事
）
、
林
純
＝
地
域
医
療
セ
ン
タ

ー
保
健
福
祉
部
門
主
事
（
総
務
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】
田
口
若
菜
＝
総
務
課
主

事
、
松
田
共
弘
＝
教
育
委
員
会
主
事

■
事
務
嘱
託
員

【
神
土
】
今
井
正
道
（
大
口
）、
安
江
賢

二
（
平
）、
安
江
正
徳(

親
田
）、
安
江

幸
樹(

中
通
）、
瀧
下
正
一(

神
付)

、

田
口
芳
宏
（
中
谷)

、
村
雲
光
好(

加

舎
尾)

、
今
井
明
徳(

西
洞)

【
越
原
】
苅
田
正
直(

曲
坂
）、
安
江
健

郎(

日
向)

、
今
井
隆
秀(

陰
地)

、
松

岡
丈
浩(

栃
山)

、
中
島
泰
幸(

黒
渕)

、

田
口
秀
久(

大
明
神)

【
五
加
】
安
江
弘
武(

柏
本
）、
今
井
準

(

宮
代
）、
今
井
幸
泰(

大
沢
）、
今
井

英
樹(

下
野)

、五
十
川
幸
司(

久
須
見
）

■
区
長

【
神
土
】
安
江
康
助
（
親
田
）

【
越
原
】
安
江
正
明
（
陰
地
）

【
五
加
】
栗
本
重
秋
（
柏
本
）

■
み
つ
ば
保
育
園
保
護
者
会

【
会
長
】
阿
部
治
（
親
田
）【
副
会
長
】

竹
本
勤
（
平
）、
安
江
由
佳
（
日
向
）

■
Ｐ
Ｔ
Ａ

■
東
白
川
小
学
校

【
転
入
】
堀
部
昇
＝
校
長
（
可
茂
教
事
）、

堀
田
巌
（
坂
祝
小
）、
渡
辺
直
美
（
和

知
小
）、
後
藤
温
子
（
御
嵩
小
）、
村
雲

ゆ
り
え
＝
用
務
員
（
新
規
採
用
）

【
転
出
】
榊
間
誠
＝
校
長
（
八
百
津
中
）、

木
澤
晃
（
川
辺
北
小
）、竹
腰
信
彦
（
伏

見
小
）、
後
藤
芳
子
（
上
之
郷
小
）、
渡

辺
千
恵
＝
用
務
員
（
東
白
川
中
）

■
東
白
川
中
学
校

【
退
職
】
島
倉
誠
（
教
諭
）、
今
井
礼
子

（
用
務
員
）

【
転
入
】
日
比
野
浩
二
＝
教
頭
（
美
濃

加
茂
東
中
）、
安
江
雅
史
（
中
部
中
）、

金
子
日
知
（
加
納
中
）、
武
市
諒
太
郎

（
各
務
原
中
央
小
）、
水
川
円
香
（
緑
苑

小
）、
萩
原
毬
絵
（
新
規
採
用
）、
渡
辺

千
恵
＝
用
務
員
（
東
白
川
小
）

【
転
出
】
岩
崎
千
宏
＝
教
頭
（
可
児
市

教
委
）、
横
山
泰
代(

共
和
中
）、
金
子

紀
之
（
馬
瀬
中
）、
長
谷
川
純
子
（
今

渡
北
小
）、
角
田
由
紀
（
蘇
南
中
）

■
村
職
員
人
事
異
動
（
前
職
名
）

【
退
職
】
纐
纈
利
久
（
国
保
診
療
所
副

所
長 

）、
安
江
と
よ
子
（
教
育
委
員
会

敬
称
略

総
務
課
主
事
　
田
口
若
菜（
大
明
神
）

教
育
委
員
会
主
事
　
松
田
共
弘（
親
田
）

　
新
た
な
気
持
ち
で
仕

事
に
取
り
組
み
、
見
や

す
い
・
わ
か
り
や
す
い

広
報
を
作
成
し
ま
す
。

　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
全
力

で
取
り
組
む
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

○
役
場
新
規
採
用
職
員
か
ら
ご
挨
拶
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消
防
団
入
退
団
式
が
三
月
十
五
日
に

は
な
の
き
会
館
で
行
わ
れ
、
消
防
団
活

動
に
貢
献
し
た
退
団
者
に
感
謝
状
を
贈

り
、
四
月
か
ら
加
わ
る
新
入
団
員
を
迎

え
ま
し
た
。

【
退
団
者
】
分
団
長
…
安
江
太
朗
（
加

舎
尾
）、
部
長
…
大
坪
行
洋
（
親
田
）、

若
井
純（
大
明
神
）、田
口
洋
介（
中
谷
）、

班
長
…
小
池
健
明（
中
谷
）、島
倉
透（
大

明
神
）
団
員
…
小
森
敏
行
（
美
濃
加
茂

市
）、
林
俊
宏
（
川
辺
町
）、
立
木
宏
和

（
羽
島
市
）、
笹
俣
敬
司
（
日
向
）

【
入
団
者
】
安
江
大
介
（
黒
渕
）、
村
雲

雄
太
（
平
）、
中
島
和
真
（
平
）、
安
江

亮
太
（
日
向
）、
安
江
基
（
平
）、
田
口

典
央
（
西
洞
）、
安
江
優
人
（
柏
本
）

むらの話題

総
勢
百
十
五
名
で
活
動
開
始

新
入
団
員
を
迎
え
士
気
を
高
め
る

　
三
月
十
二
日
、
青
空
見
聞
塾
が
行
っ

て
い
る
都
市
農
村
共
生
・
対
流
事
業
の

活
動
報
告
を
す
る
「
新
し
い
道
～
地
域

を
考
え
る
持
続
可
能
な
里
山
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
は
な
の
き
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
活
動
報
告
で
は
村
雲
辰
善
さ
ん
（
親

田
）
は
無
農
薬
茶
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発
や
鮎
料
理
の
ブ
ラ
ン
ド

化
な
ど
を
成
果
と
し
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　
村
長
や
新
規
就
農
者
の
中
山
健
さ
ん

（
下
野
）
ら
五
人
に
よ
る
討
論
で
は
、

村
の
将
来
像
や
そ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
的
確
な

情
報
発
信
と
産
業
を
引
き
継
ぐ
若
手
の

育
成
を
課
題
に
あ
げ
ま
し
た
。

　
心
の
大
切
さ
を
周
知
し
よ
う
と
「
心

の
講
演
会
」
が
三
月
十
八
日
に
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
精
神
科
医
の

池
田
重
雄
先
生
（
南
ひ
だ
せ
せ
ら
ぎ
病

院
）
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
心
を
傾
け
て
話
を
聴
く
「
傾
聴
」
を

テ
ー
マ
に
、
う
つ
病
を
始
め
と
し
た
精

神
疾
患
の
予
防
な
ど
に
つ
い
て
、
話
を

聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
、
会
話
を
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　
気
軽
に
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
環

境
・
信
頼
関
係
を
作
っ
た
り
、
病
気
の

認
知
度
を
高
め
た
り
し
て
、
村
全
体
で

周
囲
の
異
変
に
気
づ
け
る
地
域
作
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

　
村
の
観
光
協
会
が
三
月
二
十
二
日
、

こ
も
れ
び
の
里
周
辺
の
植
栽
作
業
と
日

向
地
区
、
鮎
ヶ
瀬
公
園
展
望
台
の
桜
・

モ
ミ
ジ
の
管
理
作
業
を
行
い
、
協
会
員

や
関
係
者
な
ど
約
二
十
人
が
作
業
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　
今
回
植
栽
し
た
の
は
桜
の
苗
五
十
本

で
、
協
会
は
村
の
新
し
い
観
光
名
所
を

作
ろ
う
と
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
会
長

の
今
井
武
司
さ
ん
（
陰
地
）
は
「
村
の

ど
こ
で
も
桜
を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
モ
ミ
ジ
な
ど
も
植
え
る
計
画

で
、
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
め
る
村

づ
く
り
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

退団者を代表し謝辞を述べる安江太朗さん（加舎尾）

地
域
資
源
を
磨
き
未
来
を
拓
く

都
市
と
の
交
流
に
成
果
と
課
題

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

心
の
健
康
の
大
切
さ
を
学
ぶ保健福祉センターではいつでも相談を受付中です

品種は 1000 年以上生きる「臥龍桜」　手分けして植えました

桜
を
植
え
て
美
し
い
村
づ
く
り

村
の
観
光
名
所
を
育
て
る
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明るい話題をご提供下さい

　
森
林
組
合
は
、
昨
年
七
月
か
ら
今
年

二
月
に
か
け
て
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森

林
・
環
境
税
」
を
活
用
し
尾
根
筋
伐
採

を
行
い
ま
し
た
。

　
作
業
を
行
っ
た
場
所
は
白
川
橋
付
近

の
私
有
林
。
こ
の
山
の
北
側
は
、
樹
木

に
よ
り
日
当
た
り
が
阻
害
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
作
業
後
、
住
民
か
ら
は
「
日
が

当
た
り
、
氷
が
す
ぐ
溶
け
る
」
な
ど
の

声
が
あ
り
、改
善
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

伐
採
し
た
場
所
に
は
、
低
木
で
実
の
な

る
栗
の
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
は
、
自
然
環
境
の
保
全
と
再

生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
費

用
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
こ

の
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

環
境
税
で
尾
根
筋
伐
採

長
瀞
地
区
が
明
る
く
な
り
ま
し
た

上親田集会所から伐採箇所がよく見えます

　
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
が
三
月

六
日
に
行
わ
れ
、
二
十
三
人
が
旅
立
ち

ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
卒
業
証
書
を
受
け
取
る

と
、
会
場
の
人
た
ち
に
向
け
て
感
謝
の

気
持
ち
や
目
標
を
述
べ
ま
し
た
。
在
校

生
を
代
表
し
て
、
田
口
翔し

ょ
う
い
ち
一
く
ん
（
大

明
神
）
が
「
い
つ
も
憧
れ
の
存
在
で
し

た
」
と
送
辞
を
送
り
、
卒
業
生
で
は
、

古
田
祐ゆ

う

き基
く
ん
（
久
須
見
）
と
今
井
あ

い
さ
ん
（
平
）
が
「
様
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
た
く
さ
ん
失
敗
し
学
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
答
辞
を
残
し
ま
し
た
。

　
九
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
に
向
か
い
歩
み
始
め
ま
し

た
。

　
村
の
茶
業
振
興
会
は
、
特
産
で
あ
る

お
茶
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
年

学
校
や
医
療
施
設
等
に
お
茶
の
パ
ッ
ク

を
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
三
月
二
十
日
、
小
学
校
の
代
表
三
人

が
会
長
の
安
江
美
好
さ
ん
に
感
謝
状
を

渡
し
ま
し
た
。
感
謝
状
に
は
、
児
童
一

人
一
人
の
感
謝
の
言
葉
が
書
か
れ
た
茶

葉
の
形
の
紙
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
代

表
の
三
人
は
保
健
委
員
で
、
熱
中
症
や

風
邪
の
予
防
と
し
て
お
茶
の
大
切
さ
を

学
校
で
呼
び
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　
安
江
さ
ん
は
「
お
い
し
い
お
茶
の
味

を
覚
え
、
い
つ
ま
で
も
飲
む
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会場に向け堂々と発表する３年生

思
い
出
多
き
学
び
舎
に
別
れ

感
謝
を
胸
に
三
年
間
を
終
え
る

お
い
し
い
お
茶
を
あ
り
が
と
う

小
学
生
が
感
謝
状
を
贈
るお礼状は役場二階に飾ってあります

新
た
な
生
活
の
ス
タ
ー
ト
！

　
桜
が
満
開
を
迎
え
た
小
学
校
で
七

日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
年
生
に
手
を
ひ
か
れ
て
入
場
す
る

新
一
年
生
は
六
人
。
担
任
の
佐
々
木
先

生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
元
気
よ

く
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
級
生
五
人
が
『
あ
い
さ
つ

レ
ン
ジ
ャ
ー
』
に
扮
し
て
登
場
し
、「
挨

拶
を
し
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
全
校
児
童
は
、
開
校
以
来

初
め
て
百
人
を
切
り
、
九
十
五
人
と
な

り
ま
し
た
。

　
同
日
、
中
学
校
で
も
入
学
式
が
行

わ
れ
二
十
二
人
が
入
学
。
全
校
生
徒

七
十
一
人
の
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し

た
。

小
学
校
入
学
式真新しいランドセルと一緒に
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■
ふ
る
さ
と
お
も
い
や
り
基
金

　
金
十
万
円
…
川
松
俊
夫(

東
京
都)

　
金
三
十
万
円
…
匿
名

　
金
五
万
円
…
匿
名

■
医
療
・
保
健
福
祉
部
門

　
金
十
万
円
…
小
池
正
憲
（
平
）

　
金
三
万
円
…
村
雲
和
裕
（
平
）

■
社
会
福
祉
事
業
指
定

　
金
十
万
円
…
安
江
春
幸
（
栃
山
）

■
み
つ
ば
保
育
園

　
毛
糸
編
み
人
形
六
個

…
樋
口
美
佐
枝
（
西
洞
）

■
消
防
団
指
定
寄
付

　
金
四
十
二
万
八
百
七
十
一
円

…
東
白
川
村
消
防
後
援
会

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

　
金
十
万
円
…
小
池
正
憲
（
平
）

　
金
十
万
円
…
安
江
正
悟
（
親
田
）

　
金
六
千
五
百
円

　
　
…
東
白
川
村
シ
ニ
ア

親
善
ゴ
ル
フ
一
同

　
金
五
千
円
…
匿
名

　
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト…新

田
久
（
加
舎
尾
）

　
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド…今

井
桂
子
（
平
）

　
古
切
手
…
田
口
聡
子
（
陰
地
）

　
古
切
手
…
東
白
川
製
材
協
同
組
合

　
古
切
手
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

…
匿
名

　
古
切
手
…
匿
名

【
せ
せ
ら
ぎ
荘
】

　
金
十
万
円
…
安
江
和
広
（
平
）

　
金
三
万
円
…
村
雲
和
裕
（
平
）

御
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
敬
称
略

あ
な
た
の
お
宝　

大
募
集
!!

　
八
百
津
町
合
併
六
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
「
な
ん
で
も
鑑

定
団
」
が
八
百
津
町
で
行
わ
れ

ま
す
。

　
美
術
品
か
ら
お
菓
子
の
オ
マ

ケ
や
お
も
ち
ゃ
ま
で
、
時
代
ジ

ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
あ
な

た
に
と
っ
て
の
「
お
宝
」
を
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
収
録
日
時
・
場
所
】
七
月
二

十
六
日
　
十
二
時
開
場
　
八
百

津
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

【
応
募
方
法
】
お
ひ
と
り
様
何

点
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
鑑
定
依
頼
品
目
一
点
に

つ
き
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応

募
用
紙
一
枚
と
、
①
全
体
像
が

分
か
る
写
真
、
②
主
要
な
部
分

の
ア
ッ
プ
写
真
、
③
銘
や
落
款

な
ど
の
写
真
を
合
わ
せ
て
五
月

二
十
六
日
ま
で
に
、
郵
送
、
持

参
、
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
※
応
募
用
紙
は
八
百
津

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
収
録
予
定
日
に

出
場
可
能
な
方
。（
古
物
売
買

免
許
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
い
た

だ
き
ま
す
）

【
そ
の
他
】
採
用
の
可
能
性
の

あ
る
方
に
は
、
番
組
ス
タ
ッ
フ

か
ら
直
接
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

応
募
書
類
・
写
真
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

〒
５
０
５
‐
０
３
９
２
　
八
百

津
町
八
百
津
３
９
０
３
番
地
２

八
百
津
町
役
場
２
階
　
総
務
課

「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in

八
百
津
」
お
宝
係

℡
０
５
７
４
‐
４
３
‐
２
１
１
１

（
内
線
２
２
１
５
）

就
業
支
援
講
習
会

　
県
下
在
住
の
父
子
家
庭
、
母

子
家
庭
の
父
母
を
対
象
に
、
就

業
を
支
援
す
る
た
め
の
講
習
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
受
講
種
目
】
介
護
職
員
初
任

者
研
修
、
医
療
事
務
講
習
、
ク

ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ

【
対
象
者
】
父
子
家
庭
の
父
、

母
子
家
庭
の
母
　

【
募
集
人
数
】　
二
十
六
名
程
度

【
受
講
料
】
無
料
（
教
材
費
は

本
人
負
担
）

【
申
込
日
】
五
月
十
四
日
か
ら

二
十
九
日

【
面
接
場
所
】   

可
茂
県
事
務
所

【
面
接
方
法
】  

応
募
者
の
中
か

ら
、
抽
選
に
よ
り
受
講
者
（
面

接
者
）
を
決
定
し
ま
す
。
受
講

者
に
は
、
自
立
・
就
業
を
支
援

す
る
「
ひ
と
り
親
自
立
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
」
に
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

可
茂
県
事
務
所
福
祉
課

℡
０
５
７
４
‐
２
５
‐
３
１
１
１

東
白
川
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

　
　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
更
新
中

　
東
白
川
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
は
、
番

組
の
予
告
を
は
じ
め
村
内
各
地

の
旬
の
話
題
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
期
日
】
六
月
六
日
・
七
日

【
コ
ー
ス
】
①
百
々
ヶ
峰
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
（
六
日
）
五
～

三
十
km
の
四
コ
ー
ス

②
金
華
山
登
山
コ
ー
ス（
七
日
）

五
～
三
十
km
の
五
コ
ー
ス

【
参
加
費
】
一
般
（
事
前
）
千

五
百
円
、（
当
日
）
千
八
百
円
、

中
高
生
（
事
前
）
八
百
円
、（
当

日
）
千
円
、
小
学
生
以
下
無
料

【
申
込
方
法
】
▽
郵
便
払
込
に

よ
る
事
前
申
し
込
み
（
参
加
申

込
書
を
兼
ね
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。）

▽
受
付
会
場
で
の
当
日
申
し
込

み
（
当
日
申
込
は
、
大
会
誌
等

の
参
加
記
念
品
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
お
渡
し
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。）

【
問
合
せ
先
】
長
良
川
ツ
ー
デ

ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員
会

事
務
局

℡
０
５
８
‐
２
５
２
‐
７
１
９
３

ＱＲコード
東白川 CATV
フェイスブック

お
し
ら
せ

長
良
川
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　
自
然
あ
ふ
れ
る
金
華
山
や
百

々
ヶ
峰
、
名
水
百
選
に
も
選
ば

れ
て
い
る
長
良
川
、
歴
史
と
文

化
を
堪
能
で
き
る
御
鮨
街
道
や

岐
阜
城
な
ど
、
岐
阜
の
名
所
を

巡
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
東
白
川
村
】

■
消
防
活
動
指
定

　
金
六
十
万
円

…
東
白
川
村
消
防
後
援
会
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十
六
時
（
相
談
無
料
）

【
場
所
】
岐
阜
県
住
宅
供
給
公

社
内
　
〒
５
０
３
‐
０
８
０
７

大
垣
市
今
宿
６
‐
５
２
‐
１
８

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
４
」
６
階

※
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
制
で

す
。

【
問
合
せ
先
】

空
き
家
・
す
ま
い
総
合
相
談
室

℡
０
５
８
４
‐
８
１
‐
８
５
１
１

【
予
約
受
付
時
間
】

九
時
か
ら
十
七
時

活
動
服
を
新
調

　
消
防
団
の
活
動
服
を
、
宝
く

じ
の
助
成
金
で
百
二
十
五
着
分

整
備
し
ま
し
た
。
従
来
の
物
よ

り
薄
手
と
な
り
、
主
に
夏
季
の

活
動
時
に
着
用
し
ま
す
。

【
期
日
】
六
月
二
十
一
日
（
日
）

十
時
半
（
受
付
）
か
ら
十
四
時

半
ご
ろ

【
場
所
】
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
　
マ

リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
４

階
宴
会
場
「
龍
田
」
℡
０
３
‐

３
５
４
６
‐
０
１
１
１
（
代
）

【
会
費
】（
男
性
）
八
千
円
、（
女

性
）
五
千
円

　
只
今
、
東
京
東
白
川
ク
ラ
ブ

で
は
　
新
規
に
「
会
員
」
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
入
会
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
年
会
費
は
年
間
六
千
円  

【
問
合
せ
先
】
産
業
振
興
課
林

務
商
工
係
（
内
線
２
７
０
）

空
き
家
に
関
す
る
相
談
窓
口

　「
空
き
家
を
売
り
た
い
、
貸

し
た
い
」「
空
き
家
を
リ
フ
ォ

ー
ム
し
た
い
」「
空
き
家
の
管

理
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」「
空

き
家
を
壊
し
た
い
」
な
ど
、
空

き
家
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
に

対
応
で
き
る
、
空
き
家
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
　

　
所
有
す
る
空
き
家
で
お
困
り

の
方
、
空
き
家
へ
の
居
住
等
を

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
の
開
催
日
】
毎
週

火
曜
・
金
曜
日
　
十
三
時
か
ら

「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
の
更
新

　「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
が
平

成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
新

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
は

保
育
園
、
小
・
中
学
校
、
高
等

学
校
等
を
通
じ
て
配
布
し
ま
し

た
。
お
子
さ
ん
が
学
校
な
ど
に

通
わ
れ
て
い
な
い
世
帯
の
方
々

は
役
場
窓
口
で
配
布
し
ま
す
の

で
、
保
護
者
の
方
の
身
分
証
明

証
と
お
子
さ
ん
の
保
険
証
、
母

子
健
康
手
帳
等
を
ご
提
示
く
だ

さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
交
付
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
険
証

等
の
写
し
と
八
十
二
円
分
の
切

手
を
同
封
の
上
、
岐
阜
県
子
育

て
支
援
課
ま
で
郵
送
を
お
願
い

し
ま
す
。）

　
な
お
、
有
効
期
限
が
平
成
二

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

カ
ー
ド
は
、
各
自
で
破
棄
を
お

願
い
し
ま
す
。（
返
却
不
要
）

【
配
布
対
象
者
】　
県
内
に
住
ん

で
い
る
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
（
国
籍
不
問
）・

妊
娠
中
の
方
が
い
る
世
帯

【
問
合
せ
先
】
役
場
教
育
委
員

会
子
育
て
支
援
係

（
内
線
４
２
１
）

岐
阜
県
子
育
て
支
援
課

℡
０
５
８
‐
２
７
２
‐
８
０
７
７

村
人
会
創
立
六
十
周
年

　
　

記
念
総
会
・
親
睦
会
開
催

　
東
京
東
白
川
ク
ラ
ブ
（
村
人

会
）
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
今
年
六
月
に
創
立
六
十
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
の

総
会
・
親
睦
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、

今
井
村
長
を
は
じ
め
多
く
の
方

に
出
席
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
出
し
物
と
し
て
檜

茶
太
鼓
の
演
奏
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
村
の
情
報
、
昔
話
、
懐

か
し
い
出
来
事
な
ど
、
参
加
さ

れ
る
方
々
か
ら
色
々
な
お
話
が

聞
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
、
関
東
地
方

に
住
ん
で
い
る
お
子
様
、
ご
親

戚
、
同
級
生
、
先
輩
、
後
輩
な

な
ど
の
方
々
に
は
、
是
非
こ
の

会
へ
出
席
を
し
て
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
お
声
掛
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

近
隣
の
休
日
診
療
情
報

日 曜日 加茂医師会 午前９時～午後５時 下呂市立休日診療所

3 日 木沢記念病院（診察室）　（美濃加茂市／ 25-2181）
■診療日時
　毎週日曜日・祝日
　午前 9 時～午後 3 時
■所在地
　下呂市森 801-10
　下呂市民会館１階
　℡ 0576-24-1200
※原則として
　内科・小児科の急病患者

4 月 (祝 )カブチ山田クリニック　（七宗町／ 46-0035）
5 火 (祝 )太田メディカルクリニック（美濃加茂市／ 26-2220）
6 水（祝）みのかも西クリニック（美濃加茂市／ 28-5310）
10 日 木沢記念病院（診察室）　（美濃加茂市／ 25-2181）
17 日 木沢記念病院　（美濃加茂市／ 25-2181）
24 日 安田内科クリニック　（美濃加茂市／ 27-5088）
31 日 石原医院　（富加町／ 54-3121）

東白川森林組合報告
第 711 回共販会（3/24）

ひのき

13cm 以下小丸太
平均単価 /9,400 円

14cm 以上
平均単価 /218,700 円

　高値 /72,000 円

すぎ 平均単価 /09,900 円
　　高値 /19,000 円

赤まつ
平均単価 /06,400 円

　高値 /14,000 円

総取扱量 858 ㎥
総販売高 1,219 万円

5 月

※詳しくは「ぎふ子育て応援団」で検索



兄
弟
仲
良
く

　

い
っ
ぱ
い
食
べ
て

　
　

大
き
く
育
っ
て
ね
!! １２月２７日生

森本 琳
りんのすけ

乃介くん（曲坂）

こんにちは！

 あかちゃん

H27
・
4
・
15

■
発
行
／
東
白
川
村
役
場
℡
０
５
７
４
（
７
８
）
３
１
１
１

　
　
　
　

岐
阜
県
加
茂
郡
東
白
川
村
神
土
５
４
８

■
編
集
／
総
務
課
情
報
通
信
係

■
印
刷
／
下
呂
印
刷
株
式
会
社

四
月
十
九
日
は
「
最

初
の
一
歩
」の
日
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
八
〇
〇
（
寛
永
一
二
）
年
、
日
本
で

最
初
に
正
確
な
日
本
地
図
を
作
っ
た
伊

能
忠
敬
が
蝦
夷
地
に
出
発
し
た
日
で
あ

る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
四
月
は
入
学
・
入
社
・
異
動
な
ど
新

た
な
環
境
に
飛
び
込
む
、
言
わ
ば
「
最

初
の
一
歩
」。
不
安
や
期
待
で
気
持
ち

が
落
ち
着
か
な
い
時
で
す
が
、
ま
ず
目

の
前
の
こ
と
か
ら
片
付
け
て
、
一
歩
一

歩
着
実
に
進
ん
で
行
く
事
が
大
切
で

す
。（
T
）

世帯数� …�866世帯
人　口� …2,472�人
(男1,190人　女1,282人)

転　入� ……��10人
転　出� ……��27人
出　生� ……���1人
死　亡� ……���8人

先月との比較24人減
昨年との比較72人減

3月末住民登録人口から

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

神
戸 

は
な
　（
将
成
・
裕
子
／
平
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

北
岡
弘
充
（
川
辺
町
）・
安
江
可
奈
子
（
日
向
）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

嶋
田
ミ
ヨ
　
八
十
七
歳
（
宮
代
）  

安
江
智
春
　
九
十
一
歳
（
栃
山
）

安
江
久
夫
　
八
十
八
歳
（
日
向
）

安
江
　
昭
　
八
十
四
歳
（
親
田
）

小
池
久
江
　
九
十
四
歳
（
平
）

今
井
照
夫
　　八
十
七
歳
（
柏
本
）

安
江
幸
子
　　八
十
五
歳
（
日
向
）※

敬
称
略

ひ
とこ
と

　

短　

歌

幼
き
日
遊
び
し
土
蔵
も
柿
の
木
も

家
も
替
わ
り
て
母
ま
で
も
逝
き

今
井
米
子

燃
え
て
い
る
め
ら
め
ら
と
草
土
手
に
咲
く

彼
岸
花
今
盛
り
な
り

今
井
光
彦

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
る
煮
な
ま
す
美
味
し
い
と

お
だ
て
ら
れ
て
は
厨
に
立
て
り

苅
田
良
香

陽
の
落
ち
て
山
く
ろ
ぐ
ろ
と
直
座
す
る

真
寂
し
き
か
な
裾
野
か
ぜ
吹
く

小
林
道
子

散
歩
距
離
だ
ん
だ
ん
み
じ
か
く
喘
ぎ
く
る

夫
い
と
し
や
肩
で
息
し
つ

田
口
か
ず
み

（
平
成
二
十
四
年
発
行　

木
の
実
会
短
編
集

【
第
五
集
か
ら
】
）

広
報
ひ
が
し
し
ら
か
わ 
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